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は
じ
め
に

華
北
善
隣
会
と
は
、
恐
ら
く
そ
の
名
も
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
組
織
で
あ
ろ
う
。

一
九
四
〇
年
に
日
本
占
領
下
に
あ
っ
た
北
京
日
本
大
使
館
の
管
轄
下
で
日
本
人
と
中

国
人
が
共
同
で
設
立
し
、「
善
隣
工
作
」
と
呼
ば
れ
る
一
種
の
宣
撫
工
作
に
携
わ
っ
た

組
織
で
あ
る
。
機
関
誌
と
し
て
、
一
九
四
二
年
八
月
か
ら
日
本
語
雑
誌
『
建
設
戦
』

を
、
一
九
四
四
年
一
月
か
ら
中
国
語
雑
誌
『
敦
隣
』
を
発
行
し
た
。

華
北
善
隣
会
の
存
在
や
、
そ
の
活
動
が
メ
デ
ィ
ア
に
現
れ
る
の
は
一
九
四
三
年

一
一
月
以
降
の
一
時
期
の
み
で
あ
り
、
成
立
か
ら
『
建
設
戦
』
発
行
ま
で
の
組
織
の

あ
り
方
は
現
時
点
で
は
歴
史
上
の
空
白
で
あ
る
。
一
九
四
三
年
初
頭
よ
り
始
ま
っ
た

日
本
の
対
華
新
政
策
に
よ
り
、
汪
兆
銘
を
主
席
と
し
て
日
本
占
領
下
の
中
国
を
統
治

す
る
中
華
民
国
国
民
政
府
（
以
下
、
汪
兆
銘
政
権
）
に
対
し
て
、
日
本
は
租
界
の
返
還

や
不
平
等
条
約
の
改
正
を
進
め
、
中
国
の
「
独
立
自
主
」
を
尊
重
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
た
。
一
九
四
〇
年
三
月
に
日
本
占
領
下
の
華
北
も
、
汪
兆
銘
政
権
下
に
形
式
的

に
は
吸
収
合
併
さ
れ
て
い
る
。
華
北
の
い
わ
ゆ
る
傀
儡
政
権
で
あ
る
中
華
民
国
臨
時

政
府
及
び
そ
れ
を
継
承
し
た
華
北
政
務
委
員
会
と
「
表
裏
一
体
」
の
関
係
を
標
榜
し
、

日
本
人
と
中
国
人
が
共
同
で
参
画
し
て
民
衆
工
作
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
中
華

民
国
新
民
会
（
以
下
、
新
民
会
）
で
は
、
日
本
人
職
員
が
一
斉
に
離
職
し
、
日
本
の
対

華
北
占
領
統
治
も
形
式
的
に
せ
よ
「
中
国
人
に
よ
る
中
国
の
統
治
」、即
ち
中
国
人
の

主
体
性
を
前
面
に
打
ち
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
華
北
善
隣
会
の
設
立
は
そ
れ
よ
り
前

で
あ
る
が
、
華
北
善
隣
会
の
存
在
が
メ
デ
ィ
ア
に
現
れ
る
時
期
や
、
華
北
善
隣
会
が

残
し
た
資
料
は
、
お
よ
そ
こ
の
対
華
新
政
策
以
降
の
も
の
と
言
っ
て
良
い
。

華
北
善
隣
会
が
発
行
し
た
日
本
語
、中
国
語
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
誌
を
比
較
す
る
と
、

日
本
人
と
中
国
人
が
共
同
で
参
画
し
た
公
的
機
関
に
お
け
る
、
そ
の
共
存
の
あ
り
方

が
見
え
て
く
る
。
日
本
占
領
下
の
公
的
機
関
に
身
を
置
き
、
対
日
協
力
者
、
或
い
は

「
漢
奸
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
中
国
人
に
も
、
親
日
化
工
作
に
従
事
し
た
一
方

で
、
中
国
の
民
族
意
識
を
高
め
よ
う
と
し
た
側
面
や
、
中
国
と
日
本
の
対
等
な
関
係

を
構
築
し
よ
う
と
し
た
側
面
は
な
い
の
か
。『
敦
隣
』は
こ
の
よ
う
な
問
題
を
今
日
の

歴
史
研
究
に
投
げ
か
け
る
。
そ
の
意
味
で
本
稿
は
、
近
年
進
む
傀
儡
政
権
史
像
の
再

検
討
と
問
題
意
識
を
共
有
し
、①
特
に
嵯
峨
（
二
〇
一
六
）、
堀
井
（
二
〇
一
七
）
な
ど
、

日
本
占
領
地
区
の
中
国
メ
デ
ィ
ア
や
中
国
人
指
導
者
層
に
、
日
本
批
判
の
言
説
や
中

国
の
独
立
維
持
を
追
求
す
る
姿
勢
な
ど
を
見
出
す
研
究
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
中
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
淪
陥
区
文
学
研
究
で
は
、
日
本
占
領
下
華
北
の

文
化
統
制
は
他
の
占
領
地
区
や
植
民
地
に
比
べ
て
不
徹
底
だ
っ
た
と
の
指
摘
が
既
に

な
さ
れ
て
お
り
、②
杉
野
（
二
〇
〇
〇
）、
徐
逎
翔
、
黄
万
華
（
一
九
九
五
）、
張
泉

（
二
〇
〇
五
）、
馮
昊
（
二
〇
一
七
）
な
ど
が
、
同
地
の
中
国
文
学
に
日
本
へ
の
抵
抗
の

様
相
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、『
敦
隣
』
に
つ
い
て
は
張
泉

（
一
九
九
四
、
二
〇
〇
五
）が
日
本
占
領
下
華
北
の
文
学
に
つ
い
て
体
系
的
に
ま
と
め
る

中
で
、
同
地
の
雑
誌
の
ひ
と
つ
と
し
て
概
説
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
評
価
は
、『
敦

隣
』
は
日
中
両
国
の
善
隣
や
独
立
自
主
の
尊
重
を
謳
う
が
、
そ
れ
は
日
中
戦
争
末
期

日
本
占
領
下
華
北
に
お
け
る
華
北
善
隣
会
と
機
関
誌
『
建
設
戦
』・『
敦
隣
』菊　

地　

俊　

介
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に
な
っ
て
行
き
詰
ま
っ
た
日
本
の
足
掻
き
に
過
ぎ
ず
、
欺
瞞
に
満
ち
た
も
の
だ
と
い

う
否
定
的
な
も
の
で
あ
る
。但
し
文
芸
欄
は
充
実
し
て
い
た
と
評
価
し
て
い
る
。
③

華
北
善
隣
会
及
び
そ
の
機
関
誌
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
先
行
研
究
は
、
管
見
の
限

り
菊
地
（
二
〇
一
四
、
二
〇
一
九
）
及
び
張
泉
（
一
九
九
四
、
二
〇
〇
五
、
二
〇
一
七
）
の

み
で
あ
る
。
日
本
占
領
下
華
北
で
発
行
さ
れ
た
在
留
邦
人
雑
誌
の
、
対
中
国
認
識
に

関
わ
る
言
説
分
析
を
行
っ
た
菊
地
（
二
〇
一
四
、
二
〇
一
九
）
が
、
考
察
対
象
の
雑
誌

の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
建
設
戦
』
の
発
行
元
と
し
て
、
華
北
善
隣
会
に
つ
い
て
概
要
の

み
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
『
建
設
戦
』
の
言
説
分
析
も
対
中
国
認
識
に
限
定
し
て
い

る
上
、
華
北
善
隣
会
の
組
織
構
造
や
活
動
内
容
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
や
『
敦
隣
』

に
関
す
る
考
察
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
張
泉
（
一
九
九
四
、
二
〇
〇
五
）
は
前
述
の
通

り
『
敦
隣
』
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
が
、
そ
の
発
行
元
で
あ
る
華
北
善
隣
会
の
こ

と
は
張
泉
（
二
〇
〇
五
）
が
「『
大
東
亜
共
存
共
栄
』
と
『
中
日
親
善
』
の
産
物
で
あ

る
」④
と
一
言
付
し
て
い
る
だ
け
で
、
組
織
自
体
に
関
す
る
考
察
は
な
く
、
ま
た
『
建

設
戦
』
の
存
在
に
も
言
及
し
て
い
な
い
。
張
泉
（
二
〇
一
七
）
は
『
敦
隣
』
の
編
者
で

あ
る
王
真
夫
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
が
、
華
北
善
隣
会
に
つ
い
て
は
そ
の
存
在
に

触
れ
る
の
み
で
説
明
が
な
く
、『
建
設
戦
』
に
も
言
及
し
て
い
な
い
の
は
前
著
と
同
様

で
あ
る
。⑤

本
稿
は
、
ま
ず
そ
も
そ
も
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
華
北
善
隣
会
と
い
う
組
織
自
体

及
び
『
建
設
戦
』
と
い
う
雑
誌
の
全
体
像
を
捉
え
、
そ
の
上
で
『
敦
隣
』
に
つ
い
て

再
検
討
す
る
。
こ
の
三
者
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、『
敦
隣
』
だ
け
を
単
独
に
論
じ

た
先
行
研
究
と
は
異
な
る
新
た
な
問
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一　

華
北
善
隣
会
の
組
織
構
造
と
活
動
内
容

華
北
善
隣
会
と
は
い
か
な
る
組
織
な
の
か
。
確
認
が
可
能
な
限
り
の
資
料
の
記
述

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
九
四
〇
年
夏
に
、
北
京
日
本
大
使
館
で
錬
成
課
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
三

原
敏
男
を
中
心
に
、
日
本
人
と
中
国
人
の
有
志
が
共
同
で
設
立
し
、
興
亜
院
華
北
連

絡
部
、
次
い
で
北
京
日
本
大
使
館
の
指
導
下
で
活
動
し
た
団
体
で
あ
る
。
一
九
四
三

年
二
月
に
日
本
当
局
に
登
録
さ
れ
、一
九
四
四
年
六
月
に
は
中
国
財
団
法
人
と
な
り
、

会
長
に
曹
汝
霖
、⑥
理
事
長
に
三
原
敏
男
が
就
任
し
た
。
会
員
は
約
五
百
人
に
上
る
。⑦

加
え
て
、
同
会
概
要
に
あ
る
「
方
針
」
に
は
、「
進
ん
で
軍
、
官
の
指
導
を
受
く
る

は
勿
論
、
特
に
新
民
会
及
華
北
興
亜
翼
賛
会
等
と
は
特
に
緊
密
に
連
繋
す
る
」⑧
と
も

記
さ
れ
て
い
る
。
新
民
会
は
前
述
の
通
り
、
中
国
側
の
民
衆
工
作
を
担
っ
た
組
織
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
華
北
興
亜
翼
賛
会
は
一
九
四
三
年
七
月
に
発
足
し
た
組
織

で
、
北
京
日
本
大
使
館
の
下
で
在
華
日
本
人
に
対
す
る
諸
工
作
を
管
轄
し
た
。
会
長

に
は
公
使
の
塩
澤
清
宣
、
副
会
長
に
は
北
支
那
開
発
株
式
会
社
総
裁
の
津
島
壽
一
、

顧
問
の
う
ち
の
一
人
に
は
新
民
会
最
高
顧
問
の
鈴
木
美
通
が
加
わ
り
、
事
務
局
長
に

は
三
原
敏
男
が
就
任
、
委
員
に
は
大
使
館
、
国
策
会
社
の
要
人
ら
が
名
を
連
ね
て
い

る
。⑨
華
北
善
隣
会
は
現
地
の
軍
部
、
政
界
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
公
的
機
関
の
ひ
と

つ
だ
っ
た
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

一
九
四
五
年
一
月
時
点
の
「
財
団
法
人
華
北
善
隣
会
役
員
名
簿
」
を
見
て
も
、
会

長
は
華
北
政
務
委
員
会
諮
詢
委
員
の
曹
汝
霖
、
理
事
長
は
在
北
京
日
本
大
使
館
情
報

課
長
の
三
原
敏
男
、
常
務
理
事
に
は
華
北
政
務
委
員
会
情
報
局
長
の
管
翼
賢
と
在
北

京
日
本
大
使
館
情
報
課
嘱
託
の
中
平
常
松
、
理
事
に
は
華
北
政
務
委
員
会
委
員
の
方

若
、
北
京
商
務
会
会
長
で
全
国
経
済
委
員
会
委
員
の
鄒
泉
蓀
、
北
京
居
留
民
団
長
の

西
田
畊
一
、
監
事
に
は
華
北
食
糧
公
社
理
事
の
于
伯
銓
、
鹿
島
組
顧
問
の
近
藤
裕
と

い
う
よ
う
に
、⑩
日
中
双
方
の
統
治
機
構
の
要
人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

で
は
、華
北
善
隣
会
と
は
何
を
し
た
組
織
な
の
か
。『
建
設
戦
』
第
一
三
号
か
ら
第

一
七
号
に
、「
華
北
善
隣
会
の
目
標
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
会
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
華
北
に
於
け
る
興
亜
運
動
の
重
要
な
る
部

門
を
占
む
る
善
隣
工
作
に
関
し
、
机
上
の
空
論
に
陥
ら
ず
、
思
い
付
計
画
に
堕
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せ
ず
、
真
の
実
情
を
基
礎
と
す
る
真

且
篤
実
な
る
研
鑽
に
立
脚
し
、
最
も
適

切
な
る
対
策
を
樹
立
、
之
を
上
司
に
具
申
し
、
其
の
施
策
に
資
す
る
と
共
に
、

夫
々
自
己
の
職
域
に
活
用
し
、関
係
機
関
の
諮
問
に
応
じ
て
之
を
推
進
す
る
外
、

汎
く
善
隣
思
想
を
普
及
し
、
且
自
ら
進
ん
で
適
切
な
る
事
業
を
行
う
等
、
全
面

的
に
善
隣
工
作
の
活
溌
な
る
顕
現
浸
透
を
図
り
、
以
て
日
華
両
国
の
善
隣
友
好

に
寄
与
貢
献
す
る
に
在
り
。⑪

こ
れ
に
よ
る
と
、「
善
隣
工
作
」
の
立
案
や
提
言
を
主
た
る
業
務
と
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
「
善
隣
工
作
」
と
は
一
種
の
宣
撫
工
作
と
言
え
る
も
の
だ
が
、
次
章

で
詳
述
す
る
。
自
ら
も
事
業
を
行
う
と
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
具
体
的
な
内
容
が
見

え
て
こ
な
い
。

華
北
善
隣
会
が
主
体
と
な
り
、
政
策
提
言
以
外
の
具
体
的
な
活
動
を
実
施
し
た
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
一
九
四
三
年
一
一
月
に
な
っ
て
漸
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
同
年
一
一
月
一
五
日
か
ら
二
一
日
ま
で
、華
北
で
は
「
日
華
善
隣
週
間
」

が
設
け
ら
れ
、
職
場
や
学
校
で
「
善
隣
工
作
の
真
髄
を
理
解
せ
し
む
る
」
た
め
に
講

演
会
、
座
談
会
、
表
彰
な
ど
様
々
な
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。⑫
新
民
会
機
関
紙
『
新
民

報
』
は
、
華
北
善
隣
会
が
日
華
同
盟
条
約
の
締
結
を
祝
い
、
大
使
館
の
指
導
の
下
で

日
華
善
隣
週
間
を
実
施
す
る
の
だ
と
、
恰
も
華
北
善
隣
会
が
そ
の
主
催
者
で
あ
る
か

の
よ
う
な
報
じ
方
を
し
て
い
る
が
、⑬
『
建
設
戦
』
が
掲
載
す
る
北
京
日
本
大
使
館
の

日
華
善
隣
週
間
実
施
要
項
に
よ
る
と
、
主
催
者
は
あ
く
ま
で
も
「
大
使
館
」
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
「
指
導
機
関
」
が
「
各
公
館
長
及
華
北
興
亜
翼
賛
会
」
で
あ
り
、

「
指
導
要
領
」
に
「
各
指
導
機
関
は
華
北
善
隣
会
を
利
用
活
躍
せ
し
む
る
も
の
と
す
」

と
あ
る
。⑭
ど
の
よ
う
に
「
利
用
活
躍
」
さ
せ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
華
北
興
亜
翼
賛

会
が
活
動
を
総
括
す
る
中
で
、華
北
善
隣
会
に
ラ
ジ
オ
放
送
、懇
談
会
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
配
布
、
紙
芝
居
な
ど
の
宣
伝
活
動
を
実
施
さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。⑮
こ
の

ほ
か
、『
新
民
報
』
は
同
期
間
中
に
華
北
善
隣
会
が
主
体
と
し
て
取
り
組
ん
だ
具
体
的

な
活
動
と
し
て
、
無
料
診
療
所
の
設
置
運
営
な
ど
を
報
じ
て
い
る⑯
。

こ
れ
以
降
、
華
北
善
隣
会
が
様
々
な
社
会
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
記
述
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
華
北
善
隣
会
が
直
接
指
導
し
た
社
会
事
業
と
し
て
、
西
苑
愛
隣
手
工

業
所
、
育
青
女
子
高
級
職
業
学
校
、
北
京
日
華
語
学
院
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、⑰
そ
の
他
、

中
国
人
学
生
に
よ
る
劇
団
を
組
織
し
、
慈
善
公
演
や
日
本
軍
、
中
国
人
労
働
者
向
け

の
慰
問
公
演
に
も
力
を
注
い
だ
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。⑱

ま
た
、
華
北
善
隣
会
に
は
、
華
北
善
隣
同
志
会
と
い
う
「
傘
下
団
体
」
が
あ
っ
た
。

以
下
、『
建
設
戦
』
の
記
述
を
見
て
い
く
と
、「
華
北
善
隣
会
の
実
践
部
門
的
役
割
を

果
す
べ
き
も
の
の
必
要
性
よ
り
」⑲
設
立
し
た
も
の
で
、「
各
方
面
職
域
に
存
在
す
る
華

北
善
隣
同
志
会
を
溌
剌
果
敢
に
活
躍
せ
し
め
、
最
高
幹
部
以
下
全
社
一
体
、
適
切
な

る
善
隣
工
作
に
邁
進
し
て
、
社
の
内
外
に
亘
り
日
華
の
善
隣
を
具
現
」
す
る
の
だ
と

い
う
。⑳
加
え
て
、「
華
北
興
亜
錬
成
所
に
於
て
善
隣
並
之
に
関
聯
す
る
特
種
の
錬
成
を

受
け
た
日
人
を
以
て
華
北
善
隣
同
志
会
を
組
織
し
、
本
会
の
有
力
な
る
傘
下
団
体
と

し
て
、
鞏
固
な
る
同
志
的
血
盟
の
下
、
夫
々
の
職
域
に
於
て
会
運
動
に

身
せ
し
む

る
」
と
も
い
う
。㉑
華
北
興
亜
錬
成
所
と
は
、「
新
華
北
建
設
に

身
す
る
在
住
皇
国
民

に
対
す
る
、現
地
に
於
け
る
綜
合
統
一
的
最
高
の
皇
国
民
錬
成
所
と
し
て
」一
九
四
三

年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、㉒
こ
れ
に
つ
い
て
「
華
北
興
亜
錬
成
所
に
於
て
善
隣

工
作
要
員
と
し
て
錬
成
を
受
け
た
る
も
の
（
華
北
善
隣
同
志
会
員
）
が
各
会
社
団
体
等

の
善
隣
施
策
の
中
核
と
な
り
且
特
に
其
の
実
施
に
努
力
し
た
る
は
適
当
な
り
」
と
論

じ
ら
れ
て
い
る
。㉓

こ
れ
ら
の
記
述
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
、次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
華
北
善
隣
会
は
、

華
北
善
隣
同
志
会
と
い
う
日
本
人
組
織
を
傘
下
に
収
め
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
華
北

善
隣
同
志
会
員
は
会
社
や
団
体
な
ど
で
「
善
隣
工
作
」
の
実
践
を
担
っ
て
い
た
。
即

ち
華
北
善
隣
会
は
、
会
社
や
団
体
の
「
善
隣
工
作
」
部
門
に
傘
下
団
体
の
会
員
が
い

る
と
い
う
関
係
上
、
こ
れ
ら
を
間
接
的
に
統
括
す
る
機
関
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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二　
『
建
設
戦
』
の
「
善
隣
工
作
」
を
め
ぐ
る
言
説

『
建
設
戦
』
は
一
九
四
二
年
八
月
に
創
刊
さ
れ
た
月
刊
誌
で
、第
三
一
号
ま
で
現
存

が
確
認
で
き
る
。
第
三
〇
号
が
一
九
四
五
年
二
月
一
日
発
行
、
次
の
第
三
一
号
が
同

年
七
月
二
五
日
発
行
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
大
幅
な
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。

『
建
設
戦
』
の
発
行
形
態
や
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
は
既
に
菊
地
（
二
〇
一
九
）
も
説

明
し
て
い
る
が
、㉔
こ
れ
に
補
足
し
つ
つ
再
度
そ
の
変
遷
を
辿
っ
て
お
く
。
ま
ず
発
刊

趣
旨
は
、華

北
に
於
け
る
国
策
会
社
等
の
警
防
機
関
員
を
し
て
、
建
設
戦
の
戦
士
た
る

矜
持
の
下
に
、
資
源
警
防
に
鉄
壁
の
陣
を
布
か
ん
が
為
、
其
の
精
神
、
技
術
、

智
識
を
錬
磨
向
上
し
、
特
に
皇
道
精
神
を
涵
養
し
、
志
気
を
昂
揚
し
、
華
人
掌

握
の
要
諦
を
把
握
し
、
業
務
遂
行
に
方
り
極
度
の
軍
、
憲
依
存
心
を
排
撃
し
、

各
機
関
相
互
の
連
携
を
緊
密
に
し
、
各
工
作
の
有
機
的
活
躍
を
促
進
し
、
尚
積

極
的
、
創
意
的
、
重
点
主
義
的
、
科
学
的
な
る
任
務
の
完
遂
に
邁
進
せ
し
む
る

と
共
に
、
併
せ
て
会
社
等
の
首
脳
部
以
下
に
対
し
華
北
建
設
の
為
須
要
な
る
参

考
資
料
た
ら
し
む
。㉕

と
あ
る
。
即
ち
、
当
初
は
「
資
源
警
防
」
の
「
参
考
資
料
」
と
し
て
「
国
策
会
社
等

の
警
防
機
関
員
」
に
対
象
を
限
定
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。『
建
設
戦
』
第
一
号
と
第
二

号
は
奥
付
に
「
非
売
品
（
部
外
秘
）」
と
書
か
れ
て
お
り
、「
本
誌
の
内
容
に
鑑
み
、
そ

の
取
扱
い
と
保
存
に
は
一
段
の
注
意
を
必
要
と
す
る
。
読
者
諸
君
も
充
分
こ
の
点
を

了
解
し
、
濫
り
に
散
佚
せ
ぬ
よ
う
特
に
御
配
慮
あ
り
た
い
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
第
三

号
に
な
る
と
編
集
後
記
に
「
本
誌
の
取
扱
は
、
毎
々
申
上
ぐ
る
よ
う
に
取
扱
に
充
分

注
意
し
、
散
佚
せ
ぬ
様
御
注
意
を
願
い
度
い
」
と
あ
り
、
一
定
の
機
密
性
を
窺
わ
せ

る
も
の
の
、「
本
誌
は
各
国
策
会
社
等
に
於
け
る
個
人
購
読
者
激
増
の
傾
向
に
あ
り
、

洵
に
喜
ば
し
き
次
第
で
あ
る
が
、
各
会
社
、
組
合
、
団
体
等
に
於
て
は
適
宜
取
纏
め

一
括
申
込
み
頂
き
度
い
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
非
売
品

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
第
八
号
の
編
集
後
記
か
ら
は
、
上
記
の
機
密
性
を
窺
わ
せ

る
注
意
書
き
が
な
く
な
る
。
第
一
三
号
か
ら
は
書
店
で
の
販
売
も
始
め
、㉖
第
一
三
号

に
は
「
華
北
興
亜
翼
賛
会
推
薦
誌
と
し
て
同
会
か
ら
大
い
に
推
称
せ
ら
る
る
に
至
っ

た
」
と
あ
り
、㉗
同
号
か
ら
第
一
八
号
ま
で
表
紙
に
「
華
北
興
亜
翼
賛
会
推
薦
誌
」
の

文
字
が
加
わ
る
。
第
二
九
号
に
は
、「
日
文
月
刊
『
建
設
戦
』
は
、
読
者
対
象
を
主
と

し
て
重
要
産
業
機
関
に
於
け
る
日
本
青
年
層
に
置
く
と
共
に
、
併
せ
て
之
が
指
導
者

層
並
一
般
在
留
邦
人
に
も
講マ

マ

読
せ
し
む
る
方
針
」㉘
だ
と
あ
り
、
読
者
層
を
拡
大
し
て

い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

編
者
に
つ
い
て
は
奥
付
に
よ
る
と
、
第
三
号
か
ら
編
輯
人
が
田
邊
益
雄
、
発
行
人

が
隈
元
早
苗
、第
一
三
号
か
ら
編
輯
人
が
古
川
貞
一
、発
行
人
が
橋
本
正
純
、第
二
七

号
か
ら
編
輯
兼
発
行
人
が
内
田
哲
雄
に
な
る
。
発
行
人
の
隈
元
と
橋
本
は
、
北
京
日

本
大
使
館
嘱
託
の
肩
書
き
で
同
誌
に
執
筆
も
し
て
い
る
。㉙
『
建
設
戦
』
の
発
行
業
務

が
大
使
館
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
分
か
る
。

『
建
設
戦
』
が
最
も
重
点
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
テ
ー
マ
は
、「
善
隣
工
作
」
と
呼

ば
れ
る
一
種
の
宣
撫
工
作
で
あ
る
。
第
九
号
に
あ
る
北
京
日
本
大
使
館
総
務
部
長
か

ら
出
さ
れ
た
指
示
が
、
善
隣
工
作
に
つ
い
て
最
も
端
的
に
説
明
し
て
い
る
。

善
隣
工
作
と
は
会
社
団
体
等
の
周
辺
地
区
住
民
に
対
し
物
心
両
方
面
に
亘
り

各
種
の
恩
恵
を
施
し
、
其
の
福
祉
を
増
進
し
生
活
を
向
上
し
文
化
を
進
展
し
剿

共
思
想
の
涵
養
を
図
り
、
彼
等
を
し
て
会
社
、
団
体
等
の
恩
恵
を
深
く
肝
銘
せ

し
め
以
て
其
の
民
心
を
確
実
に
把
握
し
、
之
を
し
て
其
の
積
極
的
愛
護
者
た
ら

し
め
民
社
不
離
一
体
を
策
し
共
存
共
栄
を
図
る
と
共
に
大
東
亜
共
栄
圏
確
立
に

重
要
な
る
役
割
を
演
ぜ
し
め
ん
と
す
る
も
の
な
り
。㉚

華
北
善
隣
会
が
ま
と
め
た
実
施
要
綱
に
よ
る
と
、
善
隣
工
作
と
は
「
利
民
工
作
、

文
化
工
作
、
思
想
工
作
、
団
体
及
組
織
工
作
、
宣
伝
工
作
、
警
防
工
作
、
労
工
動
員

工
作
」
に
分
か
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
利
民
工
作
」
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、

農
業
生
産
を
支
援
し
て
農
民
に
経
済
的
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を
中
心
に
、
教
育
、

医
療
、
福
祉
の
充
実
な
ど
を
含
む
。「
警
防
工
作
」
に
は
戸
籍
調
査
、
自
衛
団
の
強
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化
、情
報
網
の
整
備
や
武
力
訓
練
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。㉛
だ
が
結
局
の
と
こ
ろ
、

『
建
設
戦
』
に
は
「
利
民
工
作
」
こ
そ
が
最
も
有
効
な
「
警
防
工
作
」
だ
と
い
う
認
識

が
散
見
す
る
。
資
源
を
中
国
共
産
党
の
襲
撃
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
資
源
を
守
る
国

策
会
社
に
周
辺
住
民
を
協
力
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
教
育
水
準
の
低
い
中
国

民
衆
に
は
、
い
く
ら
日
本
が
進
め
る
戦
争
の
正
当
性
を
宣
伝
し
た
と
こ
ろ
で
理
解
さ

れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
日
本
の
お
か
げ
で
中
国
人
の
生
活
と
利
益
が
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
国
策
会
社
が
な
く
な
れ
ば
自
分
の
生
活
も
脅
か
さ
れ
る
こ
と
を
民
衆
に
実

感
さ
せ
る
経
済
工
作
や
福
利
工
作
の
方
が
有
効
だ
。こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
あ
る
。32

経
済
工
作
を
中
心
と
す
る
善
隣
工
作
に
関
す
る
論
説
は
、『
建
設
戦
』
で
は
最
後
ま

で
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
が
、
一
方
で
は
善
隣
工
作
の
定
義
の
拡
大
も
見
ら
れ
る
。
そ

れ
が
表
れ
る
の
は
第
一
一
号
の
巻
頭
言
で
あ
る
。

善
隣
工
作
と
は
、
日
華
両
国
善
隣
友
好
の
誼
を
厚
う
し
、
之
を
し
て
大
東
亜

共
栄
圏
の
鞏
固
な
る
中
核
体
た
ら
し
め
、
以
て
万
古
不
滅
の
新
秩
序
を
世
界
に

樹
立
せ
ん
と
希
う
も
の
な
る
が
故
に
、
我
が
肇
国
の
大
精
神
を
具
顕
し
、
皇
道

を
四
海
に
光
被
せ
ん
と
す
る
至
高
至
聖
の
神
業
な
り
。
乃
ち
本
工
作
は
在
華
邦

人
の
悉
く
が
皇
道
宣
布
の
行
者
た
る
信
念
の
下
に
其
の
進
展
に
精
進
す
べ
き
も

の
に
し
て
、
決
し
て
単
に
国
策
会
社
の
一
部
機
関
に
於
て
の
み
専
任
す
べ
き
も

の
に
非
ず
。33

こ
れ
に
続
い
て
第
一
三
号
か
ら
第
一
五
号
ま
で
、巻
頭
言
の
前
に
「
懸
賞
募
集
『
善

隣
実
話
』」
と
い
う
案
内
が
掲
載
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
真
の
善
隣
工
作
を
実
践
し
つ

つ
あ
る
人
達
は
、
農
村
に
も
、
部
落
に
も
巷
に
も
い
る
こ
と
は
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
等
の
人
達
は
決
し
て
口
に
親
善
を
唱
え
ず
、
計
画
も
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
、

こ
う
し
た
「
善
隣
工
作
」
を
実
践
し
て
い
る
人
を
紹
介
す
る
投
稿
を
募
る
の
だ
と
い

う
。
そ
れ
は
「
例マ

マ

え
そ
れ
が
胡
同
の
一
出
来
ご
と
で
あ
っ
て
も
結
構
」
と
も
い
う
。34

即
ち
、「
善
隣
工
作
」
が
国
策
会
社
の
警
防
か
ら
日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
へ
と
広

が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
「
善
隣
実
話
」
の
入
選
作
品
及
び
選
外
佳
作
の
一
覧
が
、
第
一
九
号
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
挙
げ
ら
れ
て
い
る
二
十
六
作
品
中
、
作
者
の
名
前
か
ら
判
断
す
る
し

か
な
い
が
日
本
人
の
作
品
と
思
わ
れ
る
も
の
は
二
作
品
し
か
な
い
。35
応
募
資
格
に
は

日
本
人
か
中
国
人
か
を
問
わ
な
い
こ
と
と
し
、
中
国
語
で
書
い
た
作
品
も
受
け
付
け

て
い
る
が
、36
応
募
状
況
の
偏
り
の
有
無
や
選
考
の
意
図
ま
で
は
確
認
で
き
な
い
。
そ

れ
は
と
も
か
く
と
し
て
作
品
の
内
容
に
目
を
移
す
と
、
一
等
に
入
選
し
た
作
品
と
選

外
佳
作
と
な
っ
た
中
国
人
の
作
品
は
、
日
本
人
と
中
国
人
の
近
所
付
き
合
い
と
助
け

合
い
や
、37
北
京
の
北
海
で
ス
ケ
ー
ト
を
し
て
い
る
時
に
氷
が
割
れ
て
湖
に
落
ち
た
中

国
人
を
日
本
兵
が
助
け
よ
う
と
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。38
ま
た
、

日
本
人
の
作
品
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
貧
困
に
あ
え
ぐ
中
国
人
の
幼
い
兄
妹
と
の

出
会
い
か
ら
始
ま
り
、
近
所
の
日
本
人
の
子
供
た
ち
に
そ
の
中
国
人
兄
妹
と
遊
ぶ
よ

う
に
さ
せ
た
と
い
う
体
験
談
と
、
職
場
で
の
日
本
人
と
中
国
人
の
融
和
を
描
い
た
体

験
談
で
あ
る
。39
な
お
、
二
等
に
入
選
し
た
中
国
人
の
作
品
だ
け
は
世
界
の
情
勢
や
歴

史
を
俯
瞰
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
中
で
は
例
外
的
な
内
容
で
あ
る
。40

「
善
隣
実
話
」
以
外
に
、第
一
四
号
に
は
「
中
国
人
の
良
い
と
こ
ろ
に
就
て
」
国
策

会
社
の
役
員
、
大
使
館
の
職
員
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
尋
ね
、
葉
書
で
得
た
回
答
を

掲
載
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
中
国
人
の
忍
耐
力
や
協
調
性
を
高
く
評
価
す
る
回
答
が

多
く
見
ら
れ
る
。41
ま
た
、
第
一
七
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
北
京
市
の
東
城
第
二
国
民

学
校
校
長
の
報
告
に
よ
る
と
、
日
華
善
隣
週
間
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
人
児

童
に
対
し
て
同
期
間
中
に
中
国
人
に
「
善
隣
行
為
」
を
す
る
よ
う
事
前
に
指
導
し
た

と
い
う
。
そ
し
て
児
童
が
実
践
し
た
「
善
隣
行
為
」
の
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

電
車
内
で
中
国
人
に
席
を
譲
っ
た
り
中
国
人
の
荷
物
を
持
つ
の
を
手
伝
っ
た
り
し
た

こ
と
、
中
国
人
の
子
供
と
仲
良
く
遊
ん
だ
こ
と
、
中
国
人
の
子
供
を
い
じ
め
て
い
る

日
本
人
を
止
め
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
期
間
中
に
中
国
人
か
ら
親
切

に
さ
れ
た
様
々
な
経
験
に
つ
い
て
も
、
後
日
日
本
人
児
童
に
報
告
さ
せ
て
い
る
。42
第

二
六
号
に
は
、
子
供
た
ち
の
「
善
隣
」
の
姿
が
見
出
せ
る
と
い
う
日
本
人
児
童
の
作
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文
を
掲
載
し
、
日
本
人
児
童
が
中
国
人
の
怪
我
の
手
当
て
を
し
た
、
荷
物
を
運
ぶ
の

を
手
伝
っ
た
、
中
国
人
に
お
も
ち
ゃ
や
お
菓
子
を
あ
げ
た
な
ど
、
中
国
人
に
親
切
に

し
た
行
為
と
同
時
に
、
牛
乳
を
売
っ
て
い
る
近
所
の
中
国
人
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た

ら
牛
乳
を
く
れ
た
、
怪
我
の
手
当
て
を
し
て
く
れ
た
、
家
の
前
の
掃
除
を
手
伝
っ
て

く
れ
た
な
ど
、
中
国
人
に
親
切
に
さ
れ
た
体
験
談
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。43

こ
の
よ
う
に
『
建
設
戦
』
で
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
日
本
人
と
中
国
人
が
接
す

る
中
で
感
情
的
融
和
を
図
る
こ
と
が
、「
善
隣
工
作
」
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。『
建
設
戦
』が
中
国
人
を
見
下
す
日
本
人
の「
誤
れ
る
優
越
感
」や
、

中
国
人
の
反
感
を
買
う
日
本
人
の
振
る
舞
い
を
「
反
善
隣
工
作
」
と
呼
ん
で
た
び
た

び
批
判
し
て
い
る
の
も
、既
に
菊
地
（
二
〇
一
九
）
が
論
じ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
実

態
は
と
も
か
く
と
し
て
、
日
本
人
が
中
国
人
に
対
し
て
好
感
を
持
つ
よ
う
に
仕
向
け

つ
つ
理
解
と
融
和
を
深
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
編
集
姿
勢
が
見
え
る
の
も
、『
建
設
戦
』

の
特
徴
と
言
え
よ
う
。

更
に
、
北
京
日
本
大
使
館
が
、
長
年
中
国
人
を
対
象
と
す
る
社
会
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
た
日
本
人
を
「
日
華
親
善
の
具
現
に
功
績
あ
る
優
良
邦
人
」、「
広
く
中
国
人

の
尊
敬
信
頼
を
受
け
て
い
る
優
良
邦
人
」
と
し
て
表
彰
し
た
こ
と
に
伴
い
、『
建
設
戦
』

は
表
彰
を
受
け
た
人
々
を
「
日
華
善
隣
の
殊
勲
甲
と
も
い
う
べ
き
人
人
」
と
称
え
、そ

の
事
績
を
詳
細
に
報
じ
て
い
る
。44
『
建
設
戦
』
が
こ
う
し
た
「
善
隣
」
の
模
範
的
実

践
の
宣
伝
に
も
重
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。

三　
『
敦
隣
』
に
見
る
「
中
国
人
の
立
場
」

『
敦
隣
』
は
一
九
四
四
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
月
刊
誌
で
、一
九
四
五
年
二
月
発
行

分
ま
で
現
存
が
確
認
で
き
る
。『
敦
隣
』
の
刊
行
に
つ
い
て
は
『
建
設
戦
』
で
も
、「
本

誌
の
姉
妹
誌
月
刊
華
文
『
敦
隣
』
の
創
刊
号
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
、
目
下
市
中
の
中

国
書
店
で
発
売
中
で
あ
り
ま
す
、
薦マ

マ

御
愛
読
を
…
…
」45
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
創
刊

時
よ
り
書
店
で
販
売
し
て
い
た
雑
誌
で
あ
り
、機
密
性
は
な
い
。
読
者
層
に
つ
い
て
、

『
建
設
戦
』
に
は
「
華
文
月
刊
誌
『
敦
隣
』
は
中
国
有
識
青
年
層
を
一
般
対
象
と
す

る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、46
『
敦
隣
』
が
実
施
し
た
座
談
会
で
読
者
対
象
は
知
識

階
級
か
一
般
人
か
と
問
わ
れ
て
、編
者
と
思
わ
れ
る
人
物
が「
本
誌
は
各
階
層
の
人
々

を
対
象
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、47
広

く
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
建
設
戦
』
は
『
敦
隣
』
刊
行
に
つ
い
て
、
中
国
語

で
「
本
会
は
敦
仁
善
隣
の
思
想
を
普
及
す
る
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
現
在

発
行
し
て
い
る
日
本
語
月
刊
雑
誌
『
建
設
戦
』
以
外
に
、中
国
語
月
刊
総
合
雑
誌
『
敦

隣
』
を
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
」48
と
い
う
広
報
も
載
せ
て
い
る
。
誌
面
の
内
容
は
と

も
か
く
、
少
な
く
と
も
両
機
関
誌
は
共
通
の
目
的
を
持
つ
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

奥
付
に
よ
る
と
、
編
者
は
創
刊
号
か
ら
一
九
四
四
年
七
月
の
第
二
巻
第
一
期
ま
で

王
真
夫
、
第
二
巻
第
二
期
は
「
財
団
法
人
華
北
善
隣
会
出
版
部
」
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
巻
第
三
期
の
編
集
後
記
に
、
岳
蓬
の
署
名
で
「
本
刊
主
編
王
真
夫
氏
は
別
の
要

職
に
就
く
た
め
、本
期
よ
り
私
が
代
わ
っ
て
編
集
を
担
当
す
る
」と
書
か
れ
て
い
る
。49

第
二
巻
第
四
期
の
編
集
後
記
に
も
岳
蓬
の
署
名
が
あ
る
が
、50
第
二
巻
第
五
期
以
降
は

編
集
後
記
が
な
い
か
、
或
い
は
あ
っ
て
も
署
名
が
な
い
た
め
、
岳
蓬
が
編
者
を
継
続

し
て
い
た
か
は
断
定
で
き
な
い
。
あ
と
は
第
三
巻
第
一
期
に
「
編
者
が
事
情
に
よ
り

北
京
か
ら
半
月
離
れ
た
た
め
、
本
号
は
金
子
兄
に
編
集
を
代
行
し
て
い
た
だ
い
た
」

と
あ
る
。51
な
お
、
こ
の
王
真
夫
と
岳
蓬
は
共
に
作
家
で
あ
り
、
華
北
作
家
協
会
会
員

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。52

『
敦
隣
』
も
華
北
善
隣
会
編
集
部
で
編
集
し
て
お
り
、
編
集
室
の
住
所
は
『
建
設

戦
』
と
同
じ
く
華
北
善
隣
会
の
事
務
所
で
あ
り
、53
『
建
設
戦
』、『
敦
隣
』
双
方
の
奥

付
に
記
載
し
て
い
る
発
行
元
住
所
も
一
致
し
て
い
る
。
即
ち
、編
者
は
中
国
人
だ
が
、

発
行
に
向
け
て
の
作
業
は
『
建
設
戦
』
と
同
じ
空
間
で
な
さ
れ
て
お
り
、
日
本
人
の

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
中
国
人
だ
け
で
編
集
発
行
作
業
を
完
結
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
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れ
な
い
。
編
者
の
王
真
夫
に
つ
い
て
、『
新
民
報
』
は
華
北
善
隣
会
が
「
華
人
の
善
隣

思
想
を
更
に
強
調
す
る
た
め
に
」『
敦
隣
』
の
主
筆
と
し
て
王
真
夫
を
迎
え
る
こ
と
に

し
た
と
報
じ
て
い
る
。54
王
真
夫
は
あ
く
ま
で
も
華
北
善
隣
会
の
要
請
に
応
え
て
編
者

を
引
き
受
け
た
立
場
に
あ
る
と
見
て
良
か
ろ
う
。

だ
が
『
敦
隣
』
に
は
、
中
国
人
が
編
集
す
る
か
ら
に
は
そ
の
独
自
性
を
打
ち
出
そ

う
と
い
う
姿
勢
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、『
敦
隣
』
は
発
刊
の
辞
か
ら
早
速
「
中
国
国
民
の
立
場
」
を
強
調
し
て
い

る
。
署
名
は
目
次
に
「
編
輯
部
」
と
あ
る
だ
け
だ
が
、
恐
ら
く
編
者
で
あ
る
王
真
夫

が
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

我
々
の
『
敦
隣
』
も
い
わ
ゆ
る
愛
国
憂
国
の
士
に
は
売
国
団
体
の
機
関
誌
と

見
な
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
我
々
は
敢
え
て
正
直
に
自
己

弁
護
の
言
葉
を
述
べ
た
い
。「
も
し
『
善
隣
』
が
本
当
に
売
国
な
ら
、我
々
は
す

ぐ
に
『
仇
隣
』
の
旗
の
下
に
立
つ
」
と
。
理
由
は
簡
単
だ
。
我
々
は
中
国
の
国

民
で
あ
り
、
中
国
の
国
民
と
し
て
の
良
心
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
本
誌
の
発

刊
の
目
的
は
「
善
隣
」
だ
が
、
こ
の
善
隣
と
は
外
国
に
媚
を
売
る
こ
と
で
は
決

し
て
な
い
。
国
を
滅
亡
か
ら
救
い
、
生
き
残
り
を
図
り
、
そ
し
て
興
亜
の
偉
大

な
理
想
の
上
に
構
築
す
る
も
の
だ
。
こ
れ
は
日
華
同
盟
条
約
に
あ
る
「
両
国
相

互
に
善
隣
と
し
て
其
の
自
主
独
立
を
尊
重
し
つ
つ
緊
密
に
協
力
し
て
道
義
に
基

く
大
東
亜
を
建
設
し
以
て
世
界
全
般
の
平
和
に
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
し
之
が
障

害
た
る
一
切
の
禍
根
を
艾
除
す
る
確
乎
不
動
の
決
意
」
を
す
る
と
い
う
こ
と
か

ら
出
発
す
る
も
の
と
言
え
る
。55

そ
し
て
、
日
中
両
国
の
善
隣
は
足
が
か
り
に
す
ぎ
ず
、
最
終
的
に
は
人
類
の
平
和

を
目
指
す
の
だ
と
言
う
。
日
中
両
国
の
戦
争
状
態
を
嘆
き
、
両
国
の
親
和
問
題
を
解

決
し
て
大
東
亜
戦
争
を
完
遂
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
刊
し
た
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に

続
け
る
。現

段
階
で
は
、
民
族
間
の
数
多
の
不
公
平
は
依
然
と
し
て
徹
底
し
て
解
決
さ

れ
て
お
ら
ず
、
我
々
の
現
実
的
な
目
的
は
中
国
自
身
の
健
全
な
発
展
と
、
中
国

国
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
中
国
国
民
の
忠
実
な
代
表
者
と
な
る
こ
と
に
置
く
。

こ
れ
が
本
誌
発
刊
に
あ
た
っ
て
考
え
て
い
る
こ
と
だ
。56

張
泉
（
一
九
九
四
、
二
〇
〇
五
）
は
、
こ
の
発
刊
の
辞
か
ら
、
中
国
人
の
立
場
に
立

つ
と
い
う
主
張
が
際
立
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
日
華
同
盟
条
約
を
持
ち

出
し
て
い
る
時
点
で
欺
瞞
に
満
ち
た
も
の
だ
と
見
な
し
、
他
の
教
条
的
な
掲
載
記
事

か
ら
見
て
も
そ
れ
が
分
か
る
と
批
判
す
る
。57
だ
が
、
編
者
の
こ
う
し
た
主
張
が
見
ら

れ
る
の
は
こ
の
発
刊
の
辞
だ
け
で
は
な
く
、
単
な
る
建
前
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
。

創
刊
号
の
編
集
後
記
を
書
い
た
の
も
、
目
次
に
あ
る
署
名
が
「
編
者
」
な
の
で
、

王
真
夫
で
あ
ろ
う
。「
本
号
は
翻
訳
作
品
が
多
く
、
中
国
人
の
立
場
に
立
っ
て
、
中
国

人
の
代
弁
者
と
し
て
と
い
う
、
本
誌
の
本
来
の
趣
旨
か
ら
外
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
」
と
、
や
は
り
「
中
国
人
の
立
場
」
を
強
調
し
て
い
る
。58
そ
し
て
寄
稿
者
に
も
次

の
よ
う
に
要
求
す
る
な
ど
、
日
本
に
媚
を
売
る
態
度
に
対
す
る
拒
絶
反
応
は
際
立
っ

て
い
る
。寄

稿
者
に
も
お
願
い
し
な
い
と
い
け
な
い
。
卑
怯
な
慣
習
に
縛
ら
れ
な
い
で

い
た
だ
き
た
い
。
心
に
も
な
い
、
吐
き
気
を
催
す
よ
う
な
無
闇
な
親
日
的
言
説

は
中
日
双
方
に
と
っ
て
無
益
だ
。
我
々
が
望
む
の
は
、民
族
の
情
熱
を
輝
か
せ
、

中
国
国
民
の
立
場
に
立
っ
て
帝
国
の
道
を
批
判
す
る
こ
と
で
あ
り
、
正
し
い
善

隣
の
理
論
と
実
践
の
道
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

編
者
は
筆
者
と
読
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
本
誌
を
今
日
の
中
国
国
民
の
読
物

に
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。59

第
一
巻
第
二
期
の
編
集
後
記
は
、
読
者
の
手
紙
を
民
族
や
国
家
の
立
場
を
も
っ
と

強
く
打
ち
出
す
よ
う
に
と
の
激
励
の
手
紙
と
捉
え
て
こ
れ
を
喜
び
と
し
、
読
者
の
熱

意
に
沿
う
編
集
に
尽
力
す
る
と
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。60

続
け
て
第
一
巻
第
四
、
五
期
合
刊
の
編
集
後
記
に
は
、
日
本
と
の
関
係
に
直
接
言
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及
し
て
い
な
い
が
、
中
国
の
国
家
と
し
て
の
強
化
に
つ
い
て
論
じ
た
後
で
、
恰
も
日

本
に
対
し
て
対
等
関
係
を
主
張
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。

我
々
は
中
国
の
過
去
の
排
外
思
想
に
誤
り
が
な
か
っ
た
と
言
う
つ
も
り
は
な

い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
相
手
に
対
し
て
自
由
平
等
に
自
分
に
接
し
て
く

れ
る
よ
う
求
め
る
な
ら
、
自
分
も
自
由
平
等
に
相
手
に
接
す
る
」
と
い
う
基
本

的
な
国
民
の
態
度
は
保
持
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
善
隣
と
は
こ
の
土
台
の
上
に
構

築
す
べ
き
も
の
で
、
こ
の
土
台
か
ら
離
れ
て
善
隣
が
成
立
す
る
は
ず
が
な
い
。

我
々
は
相
手
に
不
当
な
要
求
は
し
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
我
々
も
相
手
が

我
々
に
不
当
な
要
求
を
す
る
こ
と
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。61

第
一
巻
第
六
期
に
な
る
と
、
編
集
後
記
に
「
私
は
こ
の
よ
う
な
、
人
が
歯
牙
に
も

か
け
な
い
よ
う
な
下
ら
な
い
雑
誌
も
で
き
る
だ
け
純
潔
に
、
誠
実
に
、
地
味
に
仕
上

げ
よ
う
と
し
て
お
り
、
上
質
の
栄
養
精
分
に
は
な
ら
な
く
て
も
決
し
て
毒
に
は
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
、
少
々
積
極
性
に
陰
り
が
見
え
な
が
ら
も
、「
た
だ
我
々

の
国
家
の
健
康
の
た
め
に
、
我
々
は
可
能
な
範
囲
で
率
直
に
も
の
を
言
い
、
正
直
に

こ
と
を
な
す
だ
け
だ
」
と
、「
中
国
人
の
立
場
」
を
示
そ
う
と
は
し
て
い
る
。62
あ
と
、

第
二
巻
第
一
期
の
編
集
後
記
に
は
特
に
「
中
国
人
の
立
場
」
に
関
わ
る
記
述
は
な
く
、

第
二
巻
第
二
期
に
は
編
集
後
記
自
体
が
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
王
真
夫
は
自
身
の
民
族
意
識
の
強
さ
を
披
瀝
す
る
随
筆
も
発
表
し
て

い
る
。
王
真
夫
の
略
歴
は
張
泉
（
二
〇
一
七
）
が
ま
と
め
て
い
る
が
、日
本
留
学
経
験

者
で
あ
る
。63
国
内
で
旧
知
の
日
本
人
と
再
会
し
た
際
、「
王
君
は
日
本
人
に
そ
っ
く
り

に
な
っ
た
ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
の
が
大
変
不
愉
快
で
、
自
分
が
頑
な
に
守
っ
て
い

る
国
家
意
識
を
刺
激
し
た
と
い
う
。
更
に
、
日
本
人
か
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ

れ
て
嬉
し
が
る
中
国
人
の
友
人
を
嫌
悪
し
、
や
が
て
は
絶
交
し
た
と
も
い
う
。
そ
の

後
も
自
分
の
愛
国
心
を
再
認
識
し
た
体
験
に
関
す
る
記
述
を
繰
り
返
す
。64

だ
が
、
こ
う
し
た
編
者
の
姿
勢
と
掲
載
記
事
の
内
容
が
釣
り
合
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

「
中
国
人
の
立
場
」
と
言
い
な
が
ら
、
誌
面
は
日
本
の
文
学
作
品
や
評
論
か
、
日
中

関
係
に
直
結
さ
せ
な
い
世
界
情
勢
に
関
す
る
時
事
論
説
が
多
く
を
占
め
、
日
中
関
係

を
論
じ
る
に
し
て
も
、
現
状
で
は
な
く
歴
史
を
扱
っ
た
論
説
が
中
心
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
中
で
数
少
な
い
日
中
関
係
の
時
事
論
説
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
第
二
巻

第
二
期
の
も
の
以
外
は
、
確
実
に
王
真
夫
が
編
者
を
務
め
て
い
た
時
期
の
論
説
で
あ

る
。
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
日
本
は
近
代
以
来
一
貫
し
て
中
国
を
支
援

す
る
た
め
に
外
国
勢
力
と
戦
っ
て
き
た
、
今
回
の
事
変
は
英
米
勢
力
が
引
き
起
こ
し

た
も
の
で
、
抗
日
戦
争
の
道
を
選
ぶ
の
は
間
違
っ
て
い
る
、
日
本
の
真
意
は
そ
の
後

汪
兆
銘
政
権
と
和
平
の
道
を
歩
ん
で
き
た
こ
と
で
明
ら
か
、
日
本
は
大
東
亜
戦
争
を

通
し
て
東
亜
の
各
民
族
を
解
放
す
る
の
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。65
日
本
に
対
し
て
中

国
を
含
む
東
亜
の
解
放
者
で
あ
る
よ
う
に
と
釘
を
刺
す
裏
の
意
図
を
含
ん
で
い
る
と

い
う
見
方
を
し
て
も
良
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
素
直
に
読
め
ば
日
本
に
媚
を
売
る

言
説
だ
と
受
け
取
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
か
ろ
う
。
な
お
、
日
本
以
外
の
国
の
独
立
の

重
要
性
を
説
き
つ
つ
も
、
大
東
亜
共
栄
圏
と
は
各
民
族
国
家
が
孤
立
し
た
機
械
的
な

平
等
で
は
な
い
と
述
べ
、
日
本
と
中
国
の
対
等
関
係
を
必
ず
し
も
求
め
な
い
か
の
よ

う
な
論
説
も
あ
る
。66

あ
と
、
こ
の
関
係
の
言
説
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、『
新
民
報
』
の
後
続
紙
『
華

北
新
報
』
の
、
日
中
関
係
に
関
わ
る
社
説
二
点
の
転
載
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
上
記
の

論
調
と
や
や
異
な
る
。『
敦
隣
』
第
二
巻
第
一
期
に
転
載
さ
れ
た
社
説
は
、日
中
提
携

の
必
要
性
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
中
国
人
は
日
中
全
面
戦
争
勃
発
後
、か
つ
て
の「
懼

日
」
か
ら
「
媚
日
」
に
転
換
し
た
が
、
い
ず
れ
で
も
日
本
人
と
の
融
和
は
不
可
能
だ

と
い
う
。そ
し
て
日
本
人
も
中
国
に
対
す
る
理
解
を
欠
く
者
が
い
る
こ
と
を
批
判
し
、

双
方
の
反
省
と
対
等
関
係
の
必
要
性
を
説
く
。
日
本
人
の
「
優
越
感
」
の
存
在
に
も

言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
当
局
の
指
導
に
よ
り
日
本
人
は
既
に
改
め
た
と
し

て
お
り
、
日
本
人
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。67
こ
の
点
で
抑
制
的
な
論
調
で

は
あ
る
が
、
全
体
的
に
見
て
日
本
賛
美
の
言
説
で
は
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。68



四
五

日
本
占
領
下
華
北
に
お
け
る
華
北
善
隣
会
と
機
関
誌
『
建
設
戦
』・『
敦
隣
』

1615

編
者
が
岳
蓬
に
代
わ
っ
た
『
敦
隣
』
第
二
巻
第
三
期
に
転
載
さ
れ
た
社
説
は
、
日

華
同
盟
条
約
や
大
東
亜
共
同
宣
言
を
持
ち
出
し
て
日
中
両
国
の
独
立
自
主
の
相
互
尊

重
や
平
等
の
関
係
を
築
く
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
。
そ
れ
は
日
本
と
の
提
携
、「
善

隣
」
の
あ
り
方
と
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
に
対
抗
し
た
り
日
本
を
批
判

し
た
り
す
る
主
張
で
は
な
い
が
、
対
等
の
関
係
を
求
め
る
こ
と
は
即
ち
日
本
が
中
国

を
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
敢
え
て
言
え
ば
「
中
国
人
の
立
場
」

を
打
ち
出
し
た
言
説
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
。
こ
の
社
説
二
点
は
、
前
述
の
複
数

の
論
説
に
比
べ
れ
ば
そ
の
点
は
鮮
明
で
あ
る
。
だ
が
『
敦
隣
』
が
他
紙
の
社
説
の
転

載
と
い
う
方
法
を
と
り
、
自
ら
の
言
葉
で
主
張
し
な
い
と
こ
ろ
に
、「
中
国
人
の
立

場
」
を
掲
げ
て
い
な
が
ら
中
途
半
端
さ
が
窺
え
る
。69

見
方
を
変
え
れ
ば
、『
敦
隣
』
が
掲
載
し
た
日
中
関
係
に
関
わ
る
時
事
論
説
は
以
上

に
挙
げ
た
程
度
で
、
少
数
に
と
ど
ま
る
。
敢
え
て
そ
れ
に
直
接
関
わ
ら
な
い
分
野
の

記
事
を
多
く
掲
載
す
る
こ
と
、
即
ち
日
本
擁
護
の
論
説
の
濫
発
を
抑
制
す
る
こ
と
が

編
者
な
り
の
「
中
国
人
の
立
場
」
の
守
り
方
だ
っ
た
と
い
う
推
測
も
で
き
な
く
は
な

い
。
張
泉
（
一
九
九
四
、二
〇
〇
五
）
は
、前
に
挙
げ
た
王
真
夫
の
日
本
人
と
の
交
流

に
関
す
る
随
筆
か
ら
そ
の
民
族
意
識
の
強
さ
が
分
か
る
と
述
べ
た
上
で
、
文
芸
欄
を

充
実
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
だ
が
後
述
す
る
座
談
会
か
ら
窺
え
る
よ

う
に
、論
説
で
「
中
国
人
の
立
場
」
を
主
張
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、王
真
夫
に
と
っ

て
も
不
本
意
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、『
建
設
戦
』
と
の
問
題
意
識
の
差
異
も
見
て
取
れ
る
。『
建
設
戦
』
は
経
済

工
作
を
中
心
と
す
る
「
善
隣
工
作
」
に
つ
い
て
一
貫
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

関
連
す
る
『
敦
隣
』
の
記
事
は
、『
建
設
戦
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
三
原
敏
男
の
善
隣

工
作
論
の
翻
訳
や
、70
管
翼
賢
が
「
親
善
の
工
作
」
と
し
て
宣
伝
、
慈
善
、
教
育
な
ど

の
工
作
を
提
案
す
る
論
稿
、71
農
村
の
社
会
教
育
や
中
国
人
と
日
本
人
の
混
合
教
育
を

提
唱
す
る
尹
梅
伯
の
論
稿
に
限
ら
れ
る
。72
ま
た
、『
建
設
戦
』
の
よ
う
に
日
本
人
と
中

国
人
の
日
常
に
お
け
る
感
情
的
融
和
を
論
ず
る
こ
と
も
殆
ど
な
く
、『
敦
隣
』
の
中
で

敢
え
て
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
を
挙
げ
る
な
ら
ば
「
善
隣
実
話
」
の
中
国
語
原
文
と
、

後
述
す
る
商
店
を
め
ぐ
る
問
題
く
ら
い
で
あ
る
。
だ
が
『
敦
隣
』
が
掲
載
し
て
い
る

「
善
隣
実
話
」
は
一
等
と
二
等
の
入
選
作
品
と
、東
京
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
い
た
中

国
人
の
選
外
佳
作
一
点
に
絞
り
込
ま
れ
て
い
る
。73
『
建
設
戦
』
が
取
り
上
げ
た
社
会

事
業
の
功
労
者
な
ど
は
、
親
日
化
宣
伝
の
格
好
の
材
料
に
も
な
り
そ
う
だ
が
、
こ
れ

に
も
触
れ
て
い
な
い
。『
敦
隣
』
は
、『
建
設
戦
』
が
説
く
と
こ
ろ
の
「
善
隣
工
作
」

を
特
に
重
視
せ
ず
、『
建
設
戦
』
に
捉
わ
れ
な
い
独
自
の
編
集
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
と

見
て
良
か
ろ
う
。

な
お
、
王
真
夫
の
後
任
の
編
者
で
あ
る
岳
蓬
は
、『
敦
隣
』
で
編
者
を
引
き
継
ぐ
に

あ
た
り
、「
編
者
は
代
わ
っ
て
も
精
神
と
態
度
は
全
く
変
わ
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
。74
だ
が
毎
号
巻
末
等
に
掲
載
し
て
い
る
「
月
刊
『
敦
隣
』
稿
約
」
は
、
ち
ょ
う
ど

編
者
が
岳
蓬
に
交
代
し
た
第
二
巻
第
三
期
か
ら
、「
本
誌
は
敦
仁
善
隣
を
も
っ
て
、
各

民
族
国
家
の
共
存
共
栄
と
剿
共
思
想
を
浸
透
さ
せ
、
中
日
文
化
の
交
流
を
図
り
、
新

建
設
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
な
り
、
前
号
ま
で
に
は
な
か
っ
た
「
中

日
文
化
の
交
流
を
図
り
」
と
い
う
一
言
が
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
意
図
は
推
測
す
る

し
か
な
い
が
、「
中
国
人
の
立
場
」
を
主
張
す
る
姿
勢
を
抑
え
た
よ
う
に
見
え
な
く
も

な
い
。

だ
が
編
者
以
外
が
直
接
「
中
国
人
の
立
場
」
を
強
調
す
る
言
説
は
、
こ
れ
以
降
の

第
二
巻
第
五
期
に
な
っ
て
漸
く
現
れ
る
。
同
号
に
掲
載
さ
れ
た
「『
敦
隣
』
批
評
座
談

会
」
は
、
中
国
人
の
み
が
集
ま
る
座
談
会
で
、
既
に
編
者
の
役
割
を
退
い
た
王
真
夫

も
「
本
刊
」
所
属
と
し
て
出
席
し
て
い
る
。
こ
こ
で
王
真
夫
は
、
冒
頭
で
参
加
者
に

対
し
て
「
中
国
人
の
立
場
で
遠
慮
な
く
批
判
し
て
下
さ
い
」75
と
述
べ
る
。
そ
し
て
文

芸
記
事
を
増
や
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
に
対
し
て
、
王
真
夫
は
「
本
善
隣
会
と
『
敦

隣
』
月
刊
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
人
の
立
場
に
立
っ
て
真
実
を
語
る
よ
う
、
文

芸
を
重
視
す
る
よ
り
も
論
文
に
力
を
入
れ
た
方
が
良
い
」76
と
答
え
て
い
る
。
他
に
出

席
者
の
一
人
で
あ
る
顧
共
鳴
が
、「『
敦
隣
』
の
論
文
は
『
建
設
戦
』
よ
り
も
良
い
。
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な
ぜ
な
ら
真
に
中
国
人
の
立
場
で
も
の
を
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
、
完

全
に
媚
日
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
敦
隣
と
は
媚
日
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
で
初
め

て
達
成
で
き
る
も
の
な
の
だ
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
に
参
加
者
か
ら
「
中

国
人
の
立
場
」
を
打
ち
出
し
た
発
言
は
見
ら
れ
な
い
。77

次
に
、
第
三
巻
第
一
期
に
は
、
日
本
人
の
商
店
が
中
国
人
に
物
を
売
ら
な
い
と
い

う
問
題
を
取
り
上
げ
、「
賢
明
な
日
本
人
店
主
よ
！　

あ
な
た
た
ち
も
反
省
し
な
い
と

い
け
な
い
。
今
日
の
中
国
で
、
あ
な
た
た
ち
の
こ
ん
な
お
か
し
な
経
営
が
中
国
人
の

反
感
を
引
き
起
こ
す
の
だ
」
と
訴
え
る
記
事
や
、78
日
華
同
盟
条
約
や
大
東
亜
共
同
宣

言
で
中
国
の
独
立
自
主
の
尊
重
を
表
明
し
た
か
ら
に
は
、「
日
本
は
政
治
独
立
の
原
則

に
よ
っ
て
、
中
国
の
政
治
独
立
を
実
現
さ
せ
、
中
国
の
内
政
に
干
渉
せ
ず
（
以
下
伏

字
）
と
す
べ
き
だ
」、
と
述
べ
た
上
で
、「
日
本
は
中
国
を
占
領
地
と
見
て
は
い
け
な

い
。
中
国
人
に
対
し
て
戦
勝
者
気
取
り
で
は
い
け
な
い
。
中
国
人
も
日
本
人
を
仇
敵

と
見
な
し
て
は
い
け
な
い
。
こ
う
し
て
互
い
に
尊
重
し
合
っ
て
こ
そ
親
善
は
実
現
す

る
の
だ
」
と
主
張
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。79
『
敦
隣
』
が
掲
載
し
て
い
る
、
日
本
に

媚
を
売
ら
な
い
「
中
国
人
の
立
場
」
を
意
識
し
た
言
説
は
、
こ
れ
く
ら
い
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
誌
上
で
編
者
以
外
か
ら
「
中
国
人
の
立
場
」
を
打
ち
出
し
た
言

説
は
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
そ
う
し
た
言
説
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
創
刊

か
ら
相
当
な
時
間
が
経
過
し
て
か
ら
な
の
で
あ
る
。

そ
の
原
因
は
、
前
述
の
創
刊
号
の
編
集
後
記
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、「
中
国
人
の
立

場
」
に
立
つ
と
意
気
込
む
編
者
に
同
調
す
る
論
者
が
い
な
か
っ
た
の
か
、
或
い
は
言

論
に
何
ら
か
の
圧
力
や
自
主
規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
た
の
か
な
ど
は
、
確
定
で
き
な

い
。
だ
が
、
日
本
人
と
中
国
人
が
共
存
す
る
公
的
機
関
で
、
日
本
に
媚
を
売
ら
ず
に

「
中
国
人
の
立
場
」
に
立
つ
と
敢
え
て
強
調
す
る
雑
誌
を
刊
行
で
き
た
こ
と
自
体
と
、

そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
他
の
論
者
に
よ
っ
て
同
調
す
る
言
論
が
展
開
さ
れ
な
い
中
途
半

端
さ
は
、
日
本
占
領
地
区
に
お
け
る
日
本
人
と
中
国
人
の
共
存
の
あ
り
方
、
言
論
環

境
の
あ
り
方
の
一
端
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
事
例
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
華
北
善
隣
会
と
い
う
組
織
と
そ
の
機
関
誌
を
取
り
上
げ
、
殆
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
組
織
で
あ
る
た
め
に
そ
の
基
本
的
な
事
実
確
認
を
し
な
が
ら
、
日
本
占
領

地
区
に
お
け
る
、
加
え
て
対
華
新
政
策
以
降
の
、
日
本
人
と
中
国
人
が
共
存
す
る
公

的
機
関
に
お
け
る
両
者
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
。

在
留
邦
人
を
対
象
と
す
る
『
建
設
戦
』
が
経
済
工
作
を
中
心
と
し
つ
つ
、
日
常
に

お
け
る
中
国
人
と
の
感
情
的
融
和
も
含
む
「
善
隣
工
作
」
を
重
点
的
に
論
ず
る
の
に

対
し
て
、
同
一
組
織
の
機
関
誌
で
あ
り
な
が
ら
、『
敦
隣
』
は
こ
の
「
善
隣
工
作
」
を

中
国
人
に
宣
伝
す
る
の
で
も
な
く
、
日
常
に
お
け
る
日
本
人
と
の
感
情
的
融
和
を
説

く
の
で
も
な
く
、
日
華
同
盟
条
約
を
持
ち
出
し
つ
つ
「
中
国
人
の
立
場
」
を
掲
げ
て

刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
両
誌
を
併
せ
て
見
る
と
中
国
人
が
日
本
人
と
一
定
の

距
離
を
置
い
て
「
中
国
人
の
立
場
」
を
主
張
し
な
が
ら
共
存
し
て
い
た
状
況
が
窺
え

る
も
の
の
、
結
局
『
敦
隣
』
に
は
こ
の
「
中
国
人
の
立
場
」
に
同
調
す
る
言
説
は
殆

ど
見
ら
れ
ず
、
掛
け
声
だ
け
に
終
わ
っ
た
感
が
否
め
な
い
。
完
全
に
言
論
が
統
制
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
中
国
人
の
立
場
」
を
こ
ぞ
っ
て
主
張
す
る
わ
け
で
も

な
い
。
こ
の
よ
う
な
中
途
半
端
さ
が
、
当
時
の
日
本
占
領
地
区
に
お
け
る
実
態
の
一

端
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

本
稿
で
考
察
し
た
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
ひ
と
つ
の
事
例
に
過
ぎ
な
い
。
日
本
占

領
地
区
に
お
け
る
日
本
人
と
中
国
人
の
共
存
の
あ
り
方
や
そ
の
言
論
環
境
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
更
に
多
く
の
組
織
や
資
料
の
事
例
研
究
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
ま

た
新
た
な
面
が
見
え
て
こ
よ
う
。

注①　
近
年
の
傀
儡
政
権
史
研
究
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
は
、石
島
（
二
〇
一
五
）
な
ど
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が
参
考
に
な
る
。

②　

張
泉
『
抗
戦
時
期
的
華
北
文
学
』、
貴
州
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
四
、

四
九
八
頁
。

③　

同
右
、
一
二
二
―
一
二
三
頁
、
張
泉
『
淪
陥
時
期
北
京
文
学
八
年
』、
中
国
和
平
出

版
社
、
一
九
九
四
年
、
九
五
―
九
六
頁
。『
敦
隣
』
の
文
芸
欄
に
関
し
て
は
前
掲
張
泉
、

二
〇
〇
五
、一
五
七
―
一
五
八
頁
も
参
照
。

④　

前
掲
張
泉
、
二
〇
〇
五
、一
二
二
頁
。

⑤　

張
泉
『
殖
民
拓
疆
与
文
学
離
散
』、
北
方
文
芸
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
三
一
九
―

三
二
〇
頁
。

⑥　

曹
汝
霖
に
は
回
想
録
『
一
生
之
回
億
』
が
あ
る
が
、そ
こ
に
華
北
善
隣
会
に
関
す
る

記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

⑦　

東
亜
新
報
天
津
支
社
編
『
華
北
建
設
年
史
』、
一
九
四
四
年
、
社
文
四
七
頁
、「
財
団

法
人
華
北
善
隣
会
」『
建
設
戦
』
第
二
七
号
、
一
九
四
四
年
一
一
月
一
日
、
七
六
頁
、

「
財
団
法
人
華
北
善
隣
会
の
概
要
」『
建
設
戦
』
第
二
九
号
、
一
九
四
五
年
一
月
一
日
、

八
四
―
八
五
頁
。

⑧　
「
財
団
法
人
華
北
善
隣
会
の
概
要
」『
建
設
戦
』
第
二
九
号
、
一
九
四
五
年
一
月
一

日
、
八
五
頁
。

⑨　
「
華
北
興
亜
翼
賛
会
本
部
創
設
さ
る
」『
建
設
戦
』
第
一
三
号
、
一
九
四
三
年
八
月

一
五
日
、
六
―
七
頁
。

⑩　
「
財
団
法
人
華
北
善
隣
会
の
概
要
」『
建
設
戦
』
第
二
九
号
、
一
九
四
五
年
一
月
一

日
、
八
八
頁
。

⑪　
「
華
北
善
隣
会
の
目
標
」『
建
設
戦
』
第
一
三
号
、
一
九
四
三
年
八
月
一
五
日
、
頁
数

な
し
。
第
一
七
号
ま
で
同
じ
も
の
を
掲
載
。

⑫　

菊
地
俊
介
「
日
本
占
領
下
華
北
の
在
留
邦
人
雑
誌
に
見
る
「
日
華
親
善
」
の
矛
盾
」

『
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』
第
三
八
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
九
三
頁
。

⑬　
「
善
隣
週
間
昨
日
開
始　

促
進
中
日
両
国
邦
交
敦
睦
」『
新
民
報
』（
北
京
）、一
九
四
三

年
一
一
月
一
六
日
、
三
頁
、「
互
諒
互
助
共
敬
共
愛　

保
持
中
日
永
久
友
善　

高
伯
亮

昨
播
講
善
隣
週
間
意
義
」『
新
民
報
』（
北
京
）、
一
九
四
三
年
一
一
月
十
六
日
、
四
頁
。

⑭　

北
京
大
日
本
帝
国
大
使
館
「
日
華
善
隣
週
間
実
施
さ
る
」『
建
設
戦
』
第
一
五
号
、

一
九
四
三
年
一
一
月
一
日
、
六
―
七
頁
。

⑮　

華
北
興
亜
翼
賛
会
本
部
「
本
会
と
新
民
会
の
渾
然
一
体
化
」『
建
設
戦
』
第
一
八
号
、

一
九
四
四
年
二
月
一
日
、
四
八
―
四
九
頁
。

⑯　
「
民
衆
熱
烈
参
加
善
隣
行
事　

奠
定
東
亜
永
久
和
平
基
礎
」『
新
民
報
』（
北
京
）、

一
九
四
三
年
一
一
月
一
九
日
、
三
頁
。

⑰　
「
財
団
法
人
華
北
善
隣
会
の
概
要
」『
建
設
戦
』
第
二
九
号
、
一
九
四
五
年
一
月
一

日
、
八
五
―
八
六
頁
。

⑱　

前
掲
『
華
北
建
設
年
史
』、
一
九
四
四
年
、
社
文
四
七
頁
、「
華
北
善
隣
会
嘉
恵
京
市

貧
黎　

主
辦
大
学
生
冬
賑
演
劇
会
」『
華
北
新
報
』、
一
九
四
五
年
一
月
七
日
、
四
頁
、

「
大
学
生
冬
賑
演
劇
大
会
開
催
」『
建
設
戦
』
第
二
九
号
、
一
九
四
五
年
一
月
一
日
、

四
二
頁
、「
財
団
法
人
華
北
善
隣
会
の
概
要
」、
同
、
八
六
頁
。

⑲　

和
田
武
夫
「
華
北
善
隣
同
志
会
の
発
足
と
其
の
方
向
」『
建
設
戦
』
第
一
四
号
、

一
九
四
三
年
一
○
月
一
日
、
六
八
頁
。

⑳　
「
財
団
法
人
華
北
善
隣
会
の
概
要
」『
建
設
戦
』
第
二
九
号
、
一
九
四
五
年
一
月
一

日
、
八
五
頁
。

㉑　

同
右
、
八
七
頁
。

㉒　
「
建
設
戦
月
報
」『
建
設
戦
』
第
一
二
号
、
一
九
四
三
年
七
月
一
五
日
、
六
七
頁
。

㉓　

在
北
京
大
日
本
帝
国
大
使
館
総
務
部
長「
相
寄
る
魂　

国
民
と
国
民
の
結
盟
が
必
要

（
日
華
善
隣
週
間
実
績
講
評
）」『
建
設
戦
』
第
一
七
号
、一
九
四
四
年
一
月
一
日
、一
二

頁
。

㉔　

前
掲
菊
地
、
二
〇
一
九
、
八
一
頁
。

㉕　
「
発
刊
趣
旨
」『
建
設
戦
』
第
一
号
、
一
九
四
二
年
八
月
一
五
日
、
頁
数
な
し
。

㉖　
「
編
輯
室
よ
り
」『
建
設
戦
』
第
一
四
号
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
日
、
七
二
頁
。

㉗　
「
編
輯
室
よ
り
」『
建
設
戦
』
第
一
三
号
、
一
九
四
三
年
八
月
一
五
日
、
七
二
頁
。

㉘　
「
財
団
法
人
華
北
善
隣
会
の
概
要
」『
建
設
戦
』
第
二
九
号
、
一
九
四
五
年
一
月
一

日
、
八
七
頁
。

㉙　

隈
元
早
苗
「「
ス
パ
イ
」
に
就
て
」『
建
設
戦
』
第
七
号
、
一
九
四
三
年
二
月
一
五

日
、一
八
頁
、橋
本
正
純
「
皇
国
民
の
錬
成
に
就
て
」『
建
設
戦
』
第
九
号
、一
九
四
三

年
四
月
一
五
日
、
二
七
頁
。

㉚　
「
北
京
大
使
館
総
務
部
長
よ
り
指
示
せ
ら
れ
た
る
資
源
警
防
及
善
隣
工
作
」『
建
設

戦
』
第
九
号
、
一
九
四
三
年
四
月
一
五
日
、
二
四
頁
。

㉛　

華
北
善
隣
会
「
善
隣
工
作
に
就
て
」『
建
設
戦
』
第
九
号
、
一
九
四
三
年
四
月
一
五

日
、
三
〇
―
三
二
頁
。
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32　

三
原
敏
男
「
善
隣
工
作
は
神
業
な
り
」『
建
設
戦
』
第
一
号
、一
九
四
二
年
八
月
一
五

日
、
一
五
―
一
六
頁
、
華
北
善
隣
会
「
善
隣
工
作
に
就
て
」『
建
設
戦
』
第
九
号
、

一
九
四
三
年
四
月
一
五
日
、三
〇
頁
、三
原
敏
男
「
警
防
並
善
隣
工
作
に
つ
い
て
」『
建

設
戦
』
第
一
〇
号
、
一
九
四
三
年
五
月
一
五
日
、
三
五
―
三
六
頁
、
鈴
木
美
通
「
日
華

の
善
隣
友
好
に
就
て
」『
建
設
戦
』
第
一
六
号
、一
九
四
三
年
一
二
月
一
日
、九
―
一
〇

頁
な
ど
。

33　

三
原
生
「
巻
頭
言　

反
善
隣
工
作
を
粉
砕
せ
よ
」『
建
設
戦
』
第
一
一
号
、一
九
四
三

年
六
月
一
五
日
、
二
頁
。
現
物
の
署
名
は
「（
三
原
生
）」
と
な
っ
て
い
る
が
、
三
原
敏

男
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

34　
「
懸
賞
募
集
『
善
隣
実
話
』」『
建
設
戦
』
第
一
三
号
、
一
九
四
三
年
八
月
一
五
日
、

頁
数
な
し
。
第
一
五
号
ま
で
同
じ
も
の
を
掲
載
。

35　
「
懸
賞
文
当
選
発
表　

選
外
佳
作
」『
建
設
戦
』
第
一
九
号
、
一
九
四
四
年
三
月
一

日
、
五
四
頁
。

36　

第
一
三
号
か
ら
第
一
五
号
ま
で
の
「
懸
賞
募
集
『
善
隣
実
話
』」
募
集
案
内
よ
り
。

な
お
、『
建
設
戦
』
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
人
の
作
品
は
全
て
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い

る
。

37　

呉
錚
著
、
六
峯
訳
「
無
言
の
隣
人
」『
建
設
戦
』
第
一
九
号
、
一
九
四
四
年
三
月
一

日
、
八
三
―
八
七
頁
、
袁
之
作
、
泡
影
訳
「
田
口
太
太
」『
建
設
戦
』
第
二
七
号
、

一
九
四
四
年
一
一
月
一
日
、
七
八
―
八
〇
頁
。
目
次
に
は
作
者
は
「
袁
之
」
と
あ
る

が
、
本
文
の
署
名
は
「
袁
」
の
字
が
消
え
て
い
る
。
楊
剣
青
作
、
真
庭
訳
「
二
人
の
日

本
人
」『
建
設
戦
』
第
三
〇
号
、
一
九
四
五
年
二
月
一
日
、
六
五
―
六
六
頁
。
こ
れ
は

中
国
人
の
東
京
滞
在
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

38　

雨
英
作
、甲
山
訳
「
北
海
」『
建
設
戦
』
第
二
二
号
、一
九
四
四
年
六
月
一
日
、七
四

―
七
五
頁
。

39　

白
石
正
行
「
日
華
子
供
橋
」『
建
設
戦
』
第
一
八
号
、一
九
四
四
年
二
月
一
日
、七
〇

―
七
二
頁
、
小
西
信
行
「
匪
襲
を
避
け
て
出
勤
」『
建
設
戦
』
第
二
一
号
、
一
九
四
四

年
五
月
一
日
、三
九
―
四
〇
頁
。
白
石
の
作
品
タ
イ
ト
ル
の
前
に
は
他
の
中
国
人
の
作

品
の
よ
う
に
「
善
隣
実
話
」
で
は
な
く
、「
善
隣
体
験
記
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、「
懸

賞
文
当
選
発
表　

選
外
佳
作
」『
建
設
戦
』
第
一
九
号
、一
九
四
四
年
三
月
一
日
、五
四

頁
に
「
善
隣
実
話
」
と
並
ん
で
同
作
品
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
善
隣
懸
賞
徴
文

　

正
選
為
呉
錚
作
品
」『
新
民
報
』（
北
京
）、
一
九
四
三
年
一
二
月
二
五
日
、
三
頁
で

は
「
善
隣
実
話
即
善
隣
体
験
記
」
と
い
う
よ
う
に
、
同
一
に
扱
っ
て
い
る
。

40　

衛
潔
氏マ
マ

「
日
華
善
隣
論
」『
建
設
戦
』
第
二
〇
号
、
一
九
四
四
年
四
月
一
日
、
三
五

―
五
〇
頁
。
衛
潔
民
「
善
隣
記
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
一
期
、一
九
四
四
年
一
月
一
日
、

六
四
頁
と
「
善
隣
懸
賞
徴
文　

正
選
為
呉
錚
作
品
」『
新
民
報
』（
北
京
）、
一
九
四
三

年
一
二
月
二
五
日
、
三
頁
の
表
記
は
衛
潔
民
。

41　
「
一
、
中
国
人
の
良
い
と
こ
ろ
に
就
て　

二
、
善
隣
工
作
の
具
体
的
方
法
に
就
て
」

『
建
設
戦
』
第
一
四
号
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
日
、
二
〇
―
二
二
頁
。

42　

森
英
雄
「
善
隣
の
日
、子
供
等
は
何
を
与
え
、何
を
受
け
た
か
」『
建
設
戦
』
第
一
七

号
、
一
九
四
四
年
一
月
一
日
、
二
四
―
二
五
頁
。

43　

森
英
雄
「
子
供
に
見
た
る
善
隣
の
す
が
た
」『
建
設
戦
』
第
二
六
号
、
一
九
四
四
年

一
〇
月
一
日
、
六
一
―
六
五
頁
。

44　
「
日
華
善
隣
の
先
駆　

誉
れ
の
表
彰
を
受
け
た
人
々
」『
建
設
戦
』
第
二
○
号
、

一
九
四
四
年
四
月
一
日
、
二
二
―
二
四
頁
。

45　
「
編
輯
室
よ
り
」『
建
設
戦
』
第
一
八
号
、
一
九
四
四
年
二
月
一
日
、
七
八
頁
。

46　
「
財
団
法
人
華
北
善
隣
会
の
概
要
」『
建
設
戦
』
第
二
九
号
、
一
九
四
五
年
一
月
一

日
、
八
七
頁
。

47　
「『
敦
隣
』
批
評
座
談
会
」『
敦
隣
』
第
二
巻
第
五
期
、
一
九
四
四
年
一
一
月
一
日
、

五
四
頁
。

48　
「
中
文
月
刊
総
合
雑
誌
「
敦
隣
」」『
建
設
戦
』
第
一
六
号
、
一
九
四
三
年
一
二
月
一

日
、
頁
数
な
し
。

49　

岳
蓬
「
編
後
記
」『
敦
隣
』
第
二
巻
第
三
期
、
一
九
四
四
年
九
月
一
日
、
七
二
頁
。

50　

岳
蓬
「
編
後
記
」『
敦
隣
』
第
二
巻
第
四
期
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
一
日
、
二
四
頁
。

51　
「
編
後
記
」『
敦
隣
』
第
三
巻
第
一
期
、
一
九
四
五
年
一
月
一
日
、
四
八
頁
。

52　
「
華
北
作
家
協
会
会
員
録
」『
華
北
作
家
月
報
』
第
三
期
、一
九
四
二
年
一
二
月
一
五

日
、
一
五
頁
、「
華
北
作
家
協
会
三
十
二
年
度
春
季
定
期
全
体
会
員
大
会
」『
華
北
作
家

月
報
』
第
六
期
、
一
九
四
三
年
六
月
二
〇
日
、
五
六
頁
。
王
真
夫
の
略
歴
は
前
掲
張

泉
、
二
〇
一
七
、三
一
九
―
三
二
〇
頁
参
照
。
岳
蓬
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
先
行
研

究
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
文
学
の
不
振
は
政
治
と
無
関
係
で
は
な
く
、
縛
り
が
ひ
ど
く

言
い
た
い
こ
と
が
言
え
な
い
と
い
う
座
談
会
で
の
岳
蓬
の
発
言
が
、日
本
占
領
下
華
北

の
文
学
が
日
本
の
国
策
に
迎
合
す
る
中
、沈
黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
作
家
た
ち
の
姿
を

叙
述
す
る
先
行
研
究
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
封
世
輝
「
導
言
」、
銭
理
群
主
編
『
中
国
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隣
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淪
陥
区
文
学
大
系　

評
論
巻
』、
広
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
導
言
二
頁
、「
東

亜
聯
盟
文
芸
座
談
会
」『
東
亜
聯
盟
』
第
二
巻
第
六
期
、一
九
四
一
年
一
二
月
一
〇
日
、

三
一
頁
。
な
お
、『
敦
隣
』
及
び
同
時
代
の
他
誌
を
見
て
も
、「
岳
蓬
」
の
署
名
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
記
事
が
殆
ど
だ
が
、「
傅
岳
蓬
」
と
い
う
表
記
も
見
え
る
。『
敦
隣
』
第
二

巻
第
五
期
掲
載
の
「『
敦
隣
』
批
評
座
談
会
」
と
、『
東
亜
聯
盟
』
第
七
巻
第
一
期
の
最

終
ペ
―
ジ
に
あ
る
『
文
筆
』
と
い
う
雑
誌
の
広
告
に
「
訳
稿
執
筆
者
」
の
一
人
と
し
て

書
か
れ
て
い
る
の
が
そ
の
事
例
で
あ
る
。
前
者
の
座
談
会
で
は
、「
本
刊
」
側
の
出
席

者
と
し
て
傅
岳
蓬
の
名
前
が
書
か
れ
て
お
り
、ま
た
編
者
の
立
場
と
し
て
の
発
言
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
傅
岳
蓬
と
岳
蓬
は
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「『
敦

隣
』
批
評
座
談
会
」『
敦
隣
』
第
二
巻
第
五
期
、
一
九
四
四
年
一
一
月
一
日
、
五
三
―

五
五
頁
。

53　
「
月
刊
「
敦
隣
」
稿
約
」『
建
設
戦
』
第
一
六
号
、
一
九
四
三
年
一
二
月
一
日
、
頁
数

な
し
。『
建
設
戦
』
は
毎
号
奥
付
に
発
行
元
の
住
所
を
記
載
し
て
い
る
。

54　
「
善
隣
会
免
費
施
療
部　

昨
酷
寒
中
就
診
者
極
踴
躍
」『
新
民
報
』（
北
京
）、一
九
四
三

年
一
一
月
一
八
日
、
第
二
頁
。

55　

編
輯
部
「
創
刊
辞
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
一
期
、
一
九
四
四
年
一
月
一
日
、
六
―
七

頁
。
日
華
同
盟
条
約
の
日
本
語
訳
は
東
洋
経
済
新
報
社
編
『
日
本
経
済
年
報
』
第
五
五

輯
、
一
九
四
四
年
三
月
、
一
三
七
―
一
三
八
頁
に
依
っ
た
。

56　

編
輯
部
「
創
刊
辞
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
一
期
、
一
九
四
四
年
一
月
一
日
、
七
頁
。

57　

前
掲
張
泉
、
二
〇
〇
五
、一
二
二
―
一
二
三
頁
、
前
掲
張
泉
、
一
九
九
四
、九
五
―

九
六
頁
。

58　

編
者
「
編
後
随
想
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
一
期
、
一
九
四
四
年
一
月
一
日
、
頁
数
な

し
。

59　

同
右
。

60　

編
者
「
編
後
随
想
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
二
期
、
一
九
四
四
年
二
月
一
日
、
七
二
頁
。

61　
「
編
後
随
想
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
四
、
五
期
合
刊
、
一
九
四
四
年
五
月
一
日
、
七
一

頁
。

62　
「
編
後
随
想
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
六
期
、
一
九
四
四
年
六
月
一
日
、
七
二
頁
。

63　

前
掲
張
泉
、
二
〇
一
七
、三
一
九
頁
。

64　

真
夫
「
旅
日
随
想
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
一
期
、
一
九
四
四
年
一
月
一
日
、
五
八
―

五
九
頁
。「
真
夫
」
は
王
真
夫
の
筆
名
。「
華
北
作
家
協
会
会
員
録
」『
華
北
作
家
月
報
』

第
三
期
、
一
九
四
二
年
一
二
月
一
五
日
、
一
五
頁
。
な
お
、
同
内
容
の
随
筆
が
中
国
語

雑
誌
『
中
国
文
学
』（
第
一
巻
第
一
期
、
一
九
四
四
年
一
月
、
六
五
―
六
六
頁
）
に
も

掲
載
さ
れ
て
お
り
、王
真
夫
の
個
人
的
な
民
族
意
識
の
発
露
自
体
が
『
敦
隣
』
の
特
徴

と
は
言
え
な
い
。

65　

高
伯
亮
「
善
隣
須
在
不
言
中
実
行
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
一
期
、
一
九
四
四
年
一
月

一
日
、
八
―
九
頁
、
李
季
徐
「
東
亜
共
栄
偉
業
逐
漸
完
成
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
二
期
、

一
九
四
四
年
二
月
一
日
、
六
―
九
頁
。
こ
れ
に
加
え
て
桑
野
の
論
説
は
、
中
国
の
復
興

も
含
め
て
皆
日
本
の
協
力
の
結
果
だ
と
日
本
を
持
ち
上
げ
る
。
桑
野「
保
全
中
国
的
中

日
親
善
」『
敦
隣
』
第
二
巻
第
二
期
、
一
九
四
四
年
八
月
一
日
、
四
―
八
頁
。

66　

桑
野
「
東
亜
民
族
親
善
与
民
族
国
家
樹
立
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
六
期
、
一
九
四
四

年
六
月
一
日
、
一
一
―
一
二
頁
。

67　

こ
の
時
期
に
も
日
本
人
の
「
優
越
感
」
が
中
国
人
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

前
掲
菊
地
、
二
○
一
九
、九
一
―
九
二
頁
を
参
照
。

68　
「
対
中
日
親
善
問
題
大
胆
的
幾
句
話
」『
敦
隣
』
第
二
巻
第
一
期
、一
九
四
四
年
七
月

一
日
、
一
三
―
一
四
頁
、「
社
論　

対
中
日
親
善
問
題
大
胆
的
幾
句
話
」『
華
北
新
報
』、

一
九
四
四
年
五
月
二
八
日
、
一
頁
。

69　
「
由
善
隣
做
到
中
国
独
立
自
主
」『
敦
隣
』
第
二
巻
第
三
期
、
一
九
四
四
年
九
月
一

日
、
第
三
三
―
三
四
頁
、「
社
論　

由
善
隣
做
到
中
国
独
立
自
主
」『
華
北
新
報
』、

一
九
四
四
年
七
月
七
日
、
一
頁
。

70　

三
原
敏
男
「
神
聖
的
善
隣
工
作
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
三
期
、
一
九
四
四
年
三
月
一

日
、
二
九
―
三
三
頁
、
同
『
敦
隣
』
第
一
巻
第
四
、
五
期
合
刊
、
一
九
四
四
年
五
月
一

日
、
二
八
―
三
一
頁
、
同
『
敦
隣
』
第
一
巻
第
六
期
、
一
九
四
四
年
六
月
一
日
、
二
四

―
二
七
頁
、
同
『
敦
隣
』
第
二
巻
第
一
期
、
一
九
四
四
年
七
月
一
日
、
三
七
―
四
三

頁
。

71　

管
翼
賢
「
昂
揚
中
日
善
隣
真
義
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
六
期
、
一
九
四
四
年
六
月
一

日
、
六
頁
。

72　

尹
梅
伯
「
究
竟
做
到
了
幾
分
期
待
着
善
隣
工
作
的
朋
友
們
」『
敦
隣
』
第
二
巻
第
五

期
、
一
九
四
四
年
一
一
月
一
日
、
一
六
頁
。

73　

呉
錚
「
無
言
的
隣
人
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
一
期
、
一
九
四
四
年
一
月
一
日
、
六
一

―
六
三
頁
、
衛
潔
民
「
善
隣
記
」『
敦
隣
』
第
一
巻
第
一
期
、
一
九
四
四
年
一
月
一
日
、

六
四
―
七
二
頁
、
楊
剣
青
「
両
位
日
本
人
」『
敦
隣
』
第
二
巻
第
四
期
、
一
九
四
四
年



五
〇
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一
〇
月
一
日
、
五
七
頁
。

74　

岳
蓬
「
編
後
記
」『
敦
隣
』
第
二
巻
第
三
期
、
一
九
四
四
年
九
月
一
日
、
七
二
頁
。

75　
「『
敦
隣
』
批
評
座
談
会
」『
敦
隣
』
第
二
巻
第
五
期
、
一
九
四
四
年
一
一
月
一
日
、

五
三
頁
。

76　

同
右
、
五
四
頁
。

77　

同
右
。

78　

愛
隣
「
大
百
貨
店
与
不
売
給
支
那
人
」『
敦
隣
』
第
三
巻
第
一
期
、
一
九
四
五
年
一

月
一
日
、
九
頁
。

79　

樊
季
「
中
日
親
善
之
管
見
」『
敦
隣
』
第
三
巻
第
一
期
、
一
九
四
五
年
一
月
一
日
、

一
八
頁
。

参
考
文
献

日
本
語

論
文
・
研
究
書
・
回
想
録

石
島
紀
之
「
対
日
「
協
力
」
の
諸
相
」『
現
代
中
国
研
究
』
第
三
五
、
三
六
合
併
号
、

二
〇
一
五
年
一
一
月

菊
地
俊
介
「
日
本
占
領
下
華
北
に
お
け
る
在
留
邦
人
の
対
中
国
認
識
」『
Ｏ
Ｕ
Ｆ
Ｃ
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト　

日
中
台
共
同
研
究
「
現
代
中
国
と
東
ア
ジ
ア
の
新
環
境
」
②　

二
十
一
世

紀
の
日
中
関
係
―
青
年
研
究
者
の
思
索
と
対
話
―
』、
二
〇
一
四
年
三
月

菊
地
俊
介
「
日
本
占
領
下
華
北
の
在
留
邦
人
雑
誌
に
見
る
「
日
華
親
善
」
の
矛
盾
」『
社

会
シ
ス
テ
ム
研
究
』
第
三
八
号
、
二
〇
一
九
年
三
月

嵯
峨
隆
『
ア
ジ
ア
主
義
と
近
代
日
中
の
思
想
的
交
錯
』、
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
六
年

杉
野
要
吉
編
『
交
争
す
る
中
国
文
学
と
日
本
文
学
』、
三
元
社
、
二
〇
〇
〇
年

曹
汝
霖
回
想
録
刊
行
会
編
訳
、『
一
生
之
回
億
』、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
六
七
年

堀
井
弘
一
郎
「「
親
日
」
派
華
字
紙
『
中
華
日
報
』
の
日
本
批
判
」、
堀
井
弘
一
郎
、
木
田

隆
文
編
『
戦
時
上
海
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
』（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
二
○
五
号
）、勉
誠
出
版
、

二
○
一
七
年

同
時
代
資
料

華
北
善
隣
会
『
建
設
戦
』
第
一
号
〜
第
三
一
号
、一
九
四
二
年
八
月
〜
一
九
四
五
年
七
月

東
亜
新
報
天
津
支
社
編
『
華
北
建
設
年
史
』、
一
九
四
四
年

東
洋
経
済
新
報
社
編
『
日
本
経
済
年
報
』
第
五
五
輯
、
一
九
四
四
年
三
月

中
国
語

論
文
・
研
究
書
・
回
想
録

徐
逎
翔
、
黄
万
華
『
中
国
抗
戦
時
期
淪
陥
区
文
学
史
』、
福
建
教
育
出
版
社
、
一
九
九
五

年
銭
理
群
主
編
『
中
国
淪
陥
区
文
学
大
系　

評
論
巻
』、
広
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年

曹
汝
霖
『
一
生
之
回
億
』、
春
秋
雑
誌
社
、
一
九
六
七
年

曹
汝
霖
『
一
生
之
回
億
』、
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年

張
泉
『
淪
陥
時
期
北
京
文
学
八
年
』、
中
国
和
平
出
版
社
、
一
九
九
四
年

張
泉
『
抗
戦
時
期
的
華
北
文
学
』、
貴
州
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年

張
泉
『
殖
民
拓
疆
与
文
学
離
散
』、
北
方
文
芸
出
版
社
、
二
〇
一
七
年

馮
昊
『
民
族
意
識
与
淪
陥
区
文
学
』、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年

同
時
代
資
料

華
北
作
家
協
会
『
華
北
作
家
月
報
』
第
一
期
〜
第
八
期
、一
九
四
二
年
九
月
〜
一
九
四
三

年
八
月
（
最
終
号
の
出
版
年
月
に
つ
い
て
は
現
物
に
記
載
が
な
い
た
め
、現
物
に
出
版

年
月
の
記
載
が
あ
る
他
の
号
か
ら
の
推
定
）

華
北
作
家
協
会
『
中
国
文
学
』
第
一
巻
第
一
期
〜
第
一
巻
第
一
一
期
、一
九
四
四
年
一
月

〜
一
九
四
四
年
一
一
月
（
右
に
同
じ
く
推
定
）

華
北
新
報
社
『
華
北
新
報
』
一
九
四
四
年
五
月
一
日
〜
一
九
四
五
年
九
月
三
〇
日

華
北
善
隣
会
『
敦
隣
』
第
一
巻
第
一
期
〜
第
三
巻
第
二
、
三
期
合
刊
、一
九
四
四
年
一
月

〜
一
九
四
五
年
二
月

新
民
報
社
『
新
民
報
』（
北
京
）
一
九
三
八
年
一
月
一
日
〜
一
九
四
四
年
四
月
三
〇
日

中
国
東
亜
聯
盟
協
会
『
東
亜
聯
盟
』
第
一
巻
第
一
期
〜
第
八
巻
第
五
、六
期
合
刊
、

一
九
四
〇
年
六
月
〜
一
九
四
五
年
一
月

（
本
稿
は
南
開
大
学
歴
史
学
院
博
士
後
研
究
人
員
（
二
〇
一
七
年
九
月
か
ら
二
〇
一
九
年

一
二
月
ま
で
）
在
職
中
の
研
究
成
果
で
あ
る
）

（
本
学
Ｂ
Ｋ
Ｃ
社
系
研
究
機
構
客
員
研
究
員
）


